
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

令和元年度 課の運営方針書

担当予算事業数 3

実現したい成果　（最終目標）推進施策

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 33,156

歳入予算額 505,854 歳出予算額

1

7,368

目標

827,569

4　安心安全
　１　災害に強いまちづくりの推進
　　（5）新庁舎の建設

施設が老朽化し耐震性が低いこと、構造上の制約から完全なバリアフリーの実現が困難である
こと、面積の制約から本庁部局を集約できないことなど多くの課題を解消し、市民の皆様の安心
安全の確保と利便性向上を図り、『「安心」と「つながり」のまちづくり拠点』となる新庁舎の実現を
図ります。

行政管理部　庁舎建設課

4.5 4.5 0 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）
　老朽化、低い耐震性、バリアフリー実現困難、本庁機能分散など現庁舎が抱える課題を解消し、市民の皆様の安心安全の確保及び利便性の向上を図るため、新庁舎建
設を着実に進め、本市の未来を見据えた「安心」と「つながり」のまちづくり拠点の実現を目指します。

【課の目標】
①新庁舎の竣工
　今年５月の新庁舎完成に向けて建設工事を着実に進めます。
②シビック交流センター等の供用開始
　交流室、カフェレストラン、来庁者駐車場の供用開始に向けて運用ルールの確立、備品の調達等を行ないます。
③式典・オープニングイベントの開催
　新庁舎の完成を祝して市民参加型の記念式典及びオープニングイベントを開催します。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
①本庁部署の集約
　本庁機能を集約し、庁舎間の移動に要するコスト、職員の負担を軽減するとともに、部門間の連携強化を図ります。
②業務効率を向上させるスペースレイアウト
　間仕切りのない大部屋執務室に、業務関連度の高い部署を近接配置することにより、職員間の連携強化と意思疎通の迅速化を図ります。

（庁舎建設担当）本市の未来を見据えた「安心」と「つながり」のまちづくり拠点となる新庁舎の建設を目指します。
（庁舎活用担当）利便性、にぎわい創出、事務効率等の観点から、新庁舎の活用方法、管理方法を具体化します。


